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きいて・めもして・こたえよう 小3　No.25

書き初め会の　持ち物
か ぞ かい も もの

名前
なまえ

聞くめあて 「持ち物」と「準備」を、番号をつけてメモしましょう。
き も もの じゅんび ばんごう
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②

③

④

⑤
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書き初め会の　持ち物 小3　No.25｜お知らせ｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

一月に　ある、書き初め会の　お知らせです。三年生は、体育館で、毛筆で　書きま

す。

書く　字は、「お正月」です。手本を　見ながら、大きく　のびのびと　書きましょう。

持ち物は、書写の　道具　一式です。ふで、すずり、ぼく液、文ちん、そして　下じき

です。ふでは、前の日に　あらって、かわかして　おきましょう。

それから、ゆかに　しく　新聞紙を、四まい　持って　きて　ください。手や　服が　

よごれても　よいように、エプロンか、よごれても　よい　服を　用意しましょう。

気もちを　落ち着けて、ていねいに　書く　ことが、上手に　書く　こつです。

めものれい

字「お正月」　体育館・毛筆

道具　ふで・すずり・ぼく液・文ちん・下じき

ふで　前の日にあらう／新聞紙4まい

エプロン等／こつ　落ち着けてていねいに

こたえと かいせつ

（1）お正月

「書く　字は、『お正月』です」と　言って　いました。

（2）ア（前の日）

「ふでは、前の日に　あらって、かわかして　おきましょう」の　部分です。

（3）四まい

「ゆかに　しく　新聞紙を、四まい　持って　きて　ください」と　言って　

いました。

（4）ア

「気もちを　落ち着けて、ていねいに　書く　ことが、上手に　書く　こつで

す」の　部分です。
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